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総数114、前週比90.5%と減少です。
首位は、RS感染症、前週比107％、定点当り5.2とやや増加です。
2位は、インフルエンザ、前週比112％、定点当り3.2とやや増加です。
小児科定点からのみで、報告は、全てA型です。
3位は、溶連菌感染症、前週比70.8％、定点当り2.8と減少です。
感染性胃腸炎、4位に落ちました。前週比53％、定点当り2.7と半減です。
5位は、咽頭結膜熱、前週比76.9％、定点当り1.6と、減少です。
6位は、Covid-19、前週比100％、定点当り1.28と同数です。
以下は、手足口病、突発性発疹が5名づつと目立ちます。
残りは、ヘルパンギーナ、マイコプラズマが1名づつです。
報告対象外疾患では、hMPV1名、パラインフルエンザ2名報告です。

RS、溶連菌が多い状況でしたが、A型インフルエンザが2位になりました。
感染性胃腸炎は減少ですが、Covid-19、咽頭結膜熱が残る状況で、
手足口病が、明らかに流行してきました。
マイコプラズマ、hMPV、パラインフルエンザは、相変わらず散発し要注意です。

5/27-6/2
静岡市清水区感染症発生動向

年 週 集計期間

10:104 +7:-19
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増減病院:開業医
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